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（１） ２００５年４月２５日 第８９８号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

憲法で暮らしと自治の再生を２００５．４．２５
第３１回東海自治体学校No.898
日時 ５月２９日�１０：００～１６：３０
会場 愛知県勤労会館
午前 全体会／午後 分科会

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

「
合
併
特
例
法
」
の
期
限
が
今
年
３
月
で
切
れ
、
引

き
続
き
第
二
次
合
併
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間

の
東
海
三
県
下
の
合
併
状
況
を
整
理
し
、
自
治
体
の
あ

る
べ
き
『
姿
』
を
討
論
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
３
月
２６

日
（
土
）、
東
海
自
治
体
問
題
研
究
所
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
（
場
所
�
愛
知
県
中
小
企
業
セ
ン
タ
�
）。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
東
海

三
県
下
の
２２
市
町
村
か
ら
首
長

や
議
員
な
ど
含
め
８１
人
が
参
加

し
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し

た
。
東
海
三
県
下
の
合
併
状
況

の
報
告
（
山
田
明
氏
・
名
古
屋

市
立
大
学
）
の
後
、
山
田
公
平

氏
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）

を
コ
ー
デ
イ
ネ
イ
タ
ー
に
、「
自

立
を
選
択
し
た
自
治
体
」
の
三

重
県
・
朝
日
町
田
代
兼
二
朗
町

長
、「
合
併
し
た
自
治
体
」
か

ら
岐
阜
県
・
山
県
市
中
田
静
枝

市
議
、「
合
併
」
検
討
中
の
愛

知
県
・
大
府
市
の
早
川
正
容
さ

ん
（
大
府
合
併
を
考
え
る
市
民

の
会
）
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

田
代
町
長
か
ら
は
、「
合
併

し
な
け
れ
ば
負
担
は
増
え
る
と

い
う
資
料
も
示
し
て

『
四
日
市
市
と
の
合

併
』
に
つ
い
て
住
民

投
票
を
実
施
し
た

が
、
住
民
は
合
併
し

な
い
こ
と
を
選
択
さ

れ
た
。
今
は
、
自
立

の
町
づ
く
り
を
住
民

参
加
で
進
め
て
い

る
」
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
は
共
通

し
て
、「
合
併
」
問

題
は
住
民
に
と
っ
て

生
活
問
題
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来

も
問
題
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。
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東
海
自
治
体
問
題
研
究
所

は
、「
合
併
」
問
題
に
対
す
る

「
自
治
体
首
長
」
ア
ン
ケ
�
ト

を
２
月
に
実
施
、
東
海
三
県
下

１
０
３
市
町
村
（
回
収
率
６４
・

８
％
）
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。東

海
三
県
下
の
２
５
６
市
町

村
が
来
年
３
月
末
で
１
３
３
自

治
体
に
激
減
し
ま
す
（
愛
知
県

８８
�
６２
、
三
重
県
６９
�
２９
、
岐

阜
県
９９
�
４２
）。
こ
の
間
、
岐

阜
県
で
大
型
合
併
が
進
み
９９
市

町
村
が
３
月
現
在
４７
自
治
体
と

減
少
率
は
５２
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

各
首
長
と
も
、「
合
併
」
に

つ
い
て
は
財
政
問
題
か
ら
、
住

民
サ
�
ビ
ス
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
、と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
「
合
併
」
し
て
も
財
政

問
題
は
解
決
し
な
い
、
住
民
サ

�
ビ
ス
の
低
下
を
懸
念
材
料
と

し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
関

連
し
て
、「
三
位
一
体
改
革
」

で
財
政
が
改
善
さ
れ
た
と
す
る

自
治
体
は
０
％
で
し
た
。
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来来
年年
３３
月月
末末
でで
東東
海海
３３
県県
下下
１１３３３３

４
月
２４
日
に
行
わ
れ
た
名
古

屋
市
長
選
挙
で
、
名
古
屋
・
革

新
市
政
の
会
が
擁
立
し
た
く
れ

ま
つ
佐
一
候
補
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
大
声
援
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
選
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
市
長
選
挙
の
最
大
の
争

点
は
、「
万
博
後
」
の
市
政
運

営
を
、
く
ら
し
・
福
祉
第
一
に

切
り
か
え
る
の
か
、
今
後
も
大

企
業
奉
仕

を
続
け
、

自
治
体
本

来
の
役
割

を
投
げ
捨

て
る
の
か

で
し
た
。

午
後
９

時
半
、
東

区
葵
の
選

挙
事
務
所
に
く
れ
ま
つ
候
補
が

多
く
の
支
持
者
ら
に
拍
手
で
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

く
れ
ま
つ
氏
は
、「
年
金
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
ら
か
ら
『
な

ん
と
か
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う

声
を
多
く
聞
い
た
。
く
ら
し
に

困
っ
て
い
る
人
の
声
を
政
策
に

生
か
し
元
気
に
た
た
か
う
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
も
困
っ
て
い

る
人
た
ち
と
一
緒
に
が
ん
ば
り

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

松
原
候
補
は
１
７
１
万
有
権

者
の
わ
ず
か
２
割
に
も
満
た
な

い
得
票
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
一
方

で
く
れ
ま
つ
候
補
は
、
史
上
二

番
目
に
低
い
投
票
率
の
も
と
で

約
１４
万
票
を
獲
得
し
た
こ
と
は

善
戦
・
健
闘
だ
と
言
え
ま
す
。

「
ポ
ス
ト
万
博
」は
く
ら
し
・

福
祉
の
政
策
が
、
松
原
候
補
に

「
福
祉
は
削
り
す
ぎ
た
」
「
子

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
」
と
言

わ
せ
る
ま
で
に
追
い
込
み
ま
し

た
。全

国
、
愛
知
県
内
の
自
治
労

連
の
仲
間
の
皆
さ
ん
、
ご
支
援

に
お
礼
申
し
上
げ
、「
住
民
こ
そ

主
人
公
」
の
名
古
屋
市
政
実
現

の
た
め
に
全
力
を
上
げ
ま
す
。

「
ポ
ス
ト
万
博
」は
く
ら
し
、福
祉
の
充
実

政
策
で
追
い
込
む
�
善善
戦戦
・・
健健
闘闘
のの

くく
れれ
まま
つつ
候候
補補

名
古
屋
市
長
選
挙
結
果

く
れ
ま
つ
佐
一

１
３
９
、
５
７
６

当

松
原

武
久

３
２
０
、
１
４
９

投
票
率
２７
・
５０
％

自自治治体体にに
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（２）自治体 あいちの仲間２００５年４月２５日 第８９８号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

４
月
１９
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
「
キ
ャ
ン
ベ

ラ
」の
名
古
屋
港
入
港
に
対
し
、

平
和
と
憲
法
を
守
る
港
区
連
絡

会
が
緊
急
の
抗
議
集
会
を
開

催
。港
湾
労
働
者
や
港
地
区
労
、

平
和
団
体
な
ど
１
５
０
人
が
抗

議
集
会
を
開
き
ま
し
た
。
入
港

す
る
艦
船
に
向
か
っ
て
「
環
境

万
博
に
軍
艦
は
い
ら
な
い
！
」

の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
」
は
、
愛
知

万
博
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
」（
２１
日
）
に

あ
わ
せ
、２６
日
ま
で
入
港
予
定
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
ア
メ
リ

カ
の
無
法
な
イ
ラ
ク
侵
略
戦
争

に
軍
隊
を
派
兵
し
、「
人
道
復

興
支
援
」
の
名
で
日
本
と
同
様

戦
争
協
力
し
て
き
た
国
で
す
。

平
和
と
憲
法
を
守
る
港
区
連
絡

会
・
福
田
義
彦
代
表
は
「
平
和

な
商
業
港
で
あ
る
名
古
屋
港
は

県
民
・
市
民
の
憩
い
の
場
で
す
。

世
界
中
の
人
が
交
流
す
る
万
博

に
合
わ
せ
、
環
境
破
壊
の
最
た

る
戦
争
の
た
め
の
軍
艦
を
招
く

こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
ま
せ
ん
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
同
連
絡
会

な
ど
は
港
湾
管
理
者
の
名
古
屋

港
管
理
組
合
や
博
覧
会
協
会
に

入
港
を
拒
否
す
る
よ
う
要
請
し

て
い
ま
し
た
。

新
緑
が
す
が
す
が
し
い
季

節
。５
月
２
日
は
八
十
八
夜
、

５
日
は
立
夏
で
す
。
今
年
の

冬
は
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た

上
、
春
の
訪
れ
も
遅
か
っ
た

た
め
に
、
体
調
を
崩
し
た
人

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
春

か
ら
初
夏
、
木
々
が
芽
吹
き

し
、
竹
の
子
な
ど
が
顔
を
出

す
野
山
を
散
策
す
る
の
も
気

持
ち
が
い
い
も
の
で
す
。
衣

類
も
一
枚
一
枚
と
少
な
く
な

り
、
布
団
も
薄
め
に
な
り
ま

す
。
で
も
、
明
け
方
な
ど
は

空
気
が
ま
だ
ひ
ん
や
り
し
ま

す
。
そ
ん
な
季
節
、
気
づ
か

な
い
う
ち
に

布
団
か
ら
足

を
出
し
て
し

ま
っ
て
起
き

る
の
が
「
こ

む
ら
が
え

り
」
で
す
。

こ
む
ら
が
え

り
は
癖
に
な

り
や
す
い
の
で
、
足
の
「
太

谿
（
た
い
け
い
）」
を
普
段

か
ら
よ
く
も
ん
で
お
き
ま

し
ょ
う
。

太
谿
は
足
の
内
く
る
ぶ
し

の
す
ぐ
後
ろ
、
ア
キ
レ
ス
腱

と
の
間
の
へ
こ
ん
だ
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
手
の
親
指
を

あ
て
、
人
さ
し
指
を
外
く
る

ぶ
し
側
に
当
て
て
、
は
さ
む

よ
う
に
し
な
が
ら
押
し
て
揉

み
ま
す
。

こ
む
ら
が
え
り
は
筋
肉
が

一
瞬
緊
張
す
る
こ
と
か
ら
起

こ
り
ま
す
が
、
寝
て
い
る
間

の
こ
と
で
す
か
ら
、
注
意
の

し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
よ

く
起
き
る
人
は
太
谿
を
よ
く

も
む
、
靴
下
を
は
い
て
寝
る

な
ど
の
予
防
を
し
て
く
だ
さ

い
。夜

中
に
こ
む
ら
が
え
り
が

起
き
た
ら
、太
谿
を
指
圧
し
、

足
の
親
指
を
内
側
に
強
く
曲

げ
ま
す
。し
ば
ら
く
す
る
と
、

痛
み
が
和
ら
い
で
き
ま
す
。

太
谿
は
こ
む
ら
が
え
り
の

ほ
か
に
、
足
の
ね
ん
ざ
や
痛

み
に
も
効
き
ま
す
。
生
理
痛

や
更
年
期
障
害
に
も
効
果
の

あ
る
つ
ぼ
で
す
。
お
き
ゅ
う

な
ど
で
温
め
る
の
も
有
効
で

す
。

「「
環環
境境
万万
博博
」」
にに
軍軍
艦艦
��

名
古
屋
港
入
港
に
抗
議

ツボの話

こ
む
ら
が
え
り
を
予
防

平平
和和
とと
憲憲
法法
をを
守守
るる

港港
区区
連連
絡絡
会会

４月１９日
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◆自治労連愛知県本部主催
日時 ５月１５日（日）

午前１０時開会
場所 労働会館本館２階
Ａ級 有段者レベル
Ｂ級 級レベル
ふるってご応募下さいネ
申込み 自治労連愛知県本部まで

○
応
募
作
品

第
１
種

政
令
・
都
市
職
の

単
組
機
関
紙
・
ニ
ュ
ー
ス

第
２
種

町
村
職
の
単
組
、

政
令
・
都
市
職
の
支
部
・
分

会
の
機
関
紙
・
ニ
ュ
ー
ス

第
３
種

補
助
組
織
、
職
域

部
会
、
専
門
部
な
ど
の
機
関

紙
・
ニ
ュ
ー
ス

○
２
０
０
５
年
３
月
〜
４
月
に

発
行
さ
れ
た
も
の
７
部
を
県

本
部
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

○
５
月
１６
日
（
月
）
必
着

○
審
査
発
表
と
表
彰

自
治
体
あ
い
ち
の
仲
間
７

月
１０
日
号
で
審
査
結
果
を
発

表
し
ま
す
。「
第
９５
回
愛
知

県
本
部
定
期
大
会
」（
７
月

１６
日
）
で
表
彰
し
ま
す
。

８
９
４
号
の
答
え
は
「
オ
ミ

ズ
ト
リ
」
で
し
た
。
３４
名
の
応

募
が
あ
り
全
員
正
解
で
し
た
。

以
下
の
方
に
図
書
券
を
送
り
ま

す
。

下
薗
の
ぞ
み
（
長
久
手
町
職
労
）

伊
藤

友
伸
（
豊
橋
市
職
労
）

加
藤

寿
子
（
学

事

労
）

平
岩

和
幸
（
蒲
郡
市

職
）

斉
藤

克
子
（
名
古
屋
市
職
労
）

川
合

文
子
（
名
古
屋
市
職
労
）

増
田

景
子
（
名
古
屋
市
職
労
）

宮
澤

純
子
（
瀬
戸
市
職
労
）

藤
井

清
子
（
瀬
戸
市
職
労
）

山
岡

正
近
（
春
日
井
市
職
労
）

◆
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
今
度
執
行

委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。
自
信

な
い
の
で
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

す
（
横
山
恵
子
・
安
城
ヘ
ル
パ

ー
分
会
）
◆
保
育
園
で
給
食
の

仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、

鶴
舞
公
園
に
て
給
食
ま
つ
り
が

あ
っ
た
と
の
事
、
来
年
は
行
っ

て
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
又
「
腰
痛
を
和
ら
げ
る
ツ

ボ
」
を
読
ん
で
仕
事
柄
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
（
下
條
由

香
子
・
豊
川
市
職
労
）
◆
今
年

も
名
古
屋
市
の
小
中
学
校
配
当

予
算
は
削
減
。
１０
％
減
と
い
う

こ
と
は
年
間
１
０
０
０
万
円
の

学
校
で
は
１
０
０
万
円
の
カ
ッ

ト
。
何
を
ど
う
節
約
す
れ
ば
よ

い
の
か
限
界
で
す
。
そ
れ
で
も

愛
知
万
博
参
加
の
た
め
の
予
算

は
し
っ
か
り
確
保
さ
れ
て
い

る
！
（
水
野
恵
子
・
学
事
労
）

◆
職
業
病
と
い
う
の
か
、
現
場

で
の
仕
事
で
腰
痛
で
苦
し
む
人

が
た
ま
に
い
ま
す
。
ツ
ボ
の
話

を
参
考
に
し
て
い
ま
す
（
河
合

良
成
・
豊
橋
市
職
労
）
◆
瀬
戸

市
学
校
給
食
、
今
年
４
月
よ
り

単
独
校
２
校
が
民
間
委
託
に
な

り
�
残
念
�（
水
野
美
津
江
・

瀬
戸
市
職
労
）

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

２２
００
００
５５
年年
春春
闘闘
機機
関関
紙紙
ココ
ンン
クク
ーー
ルル

実実
施施
しし
まま
すす
��

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

�

�
�
�
�
�
��

昨年の囲碁将棋大会の様子

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
の
方
に
図

書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
５
月
３１
日
必
着
。
は
が

き
に
か
な
ら
ず
近
況
・
職
場

で
の
話
題
、
今
号
の
「
あ
い

ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を
書

い
て
下
さ
い
。

鍼
灸
師

伊
藤
直
子


